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実施内容

良 Ⅰ 定期点検

Ⅱ
補修検討

(予防保全)

Ⅲ
早期補修

(事後保全)

悪 Ⅳ
大規模補修

更新

維持管理水準

健全性

 

 

 長寿命化計画の目的 

 

 

◼ 施設位置 

 

 

 健全性の把握に関する基本的な方針 

 

 

◼ 「門型標識の健全性の定義」 

 

 

 

 定期点検結果 

 

◼ 各部材の劣化損傷状況 

 

◼ 劣化損傷写真 

       

 

 長寿命化に関する基本的な方針 

 

 

◼ 維持管理水準の設定 

 

 

 

 

 

 

定義

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていいないが，予防保全の観点から措置を

講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずべき状
態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている．または生じる可能性が著しく高く，

緊急に措置を講ずべき状態

区分

○ これまでの事後保全型の修繕から，早期に劣化損傷を見つけて対処する予防保全型の維持管理に転

換し，長寿命化によるライフサイクルコストの縮減を図り，道路交通網の安全・安心を確保する． 

○ 健全性の把握に関する基本的な方針 

 健全性については，定期的に点検を実施し，各施設の劣化損傷状況を 4 段階で評価する． 

 点検要領については，「門型標識等定期点検要領 平成 26 年 6 月 国土交通省 道路局」を基本と

し，詳細については「石川県附属物（標識，照明施設等）点検要領 令和 2 年 3 月」に基づく整理を

行う． ○ これまでの事後保全型から予防保全型の維持管理に転換することにより，門型標識の長寿命化およ

び修繕・更新に係る費用の縮減を図る． 
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◼ 補修優先順位の設定 

 

 

◼ 「予防保全型維持管理のイメージ」 

 

◼ 補修工法 

 

◼ コスト縮減の効果 

 施設の維持管理を予防保全型へ転換することにより管理費用の縮減を図ることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新技術等の活用方針 

 

 

 費用の縮減に関する基本的な方針 

 

 

 修繕の実施方針 

 

 

 次回点検実施年度 

 

 

 短期的な数値目標及びコスト縮減効果 

◼ 新技術の活用 

 

 

◼ 集約化・撤去 

 

 

 

 

 

 

健全性

経過年数劣化曲線（経年劣化による健全性の低下）

これまでの維持管理による
実際の劣化曲線

予防保全型管理水準
（健全性Ⅱ）

事後保全型管理水準
（健全性Ⅲ）

管理限界(更新)
（健全性Ⅳ）

崩壊

：予防保全

：事後保全

：架替・更新

良い

悪い

建設時

コンクリート部材 鋼部材
樹脂ｼｰﾄ 塗装塗替 あて板 ひびわれ注入 ナット交換

Ⅲ
（中補修）

炭素繊維ｼｰﾄ

部分取替 部分取替 補強材取付

断面修復 ナット交換

－

更新
－

(更 新)
更新

⑤基礎
対策実施
健全性 ①支柱 ②横梁 ③標識 ④ブラケット

道路情報
提供装置

部　　　材 

Ⅱ
（小補修）

塗装塗替 －

1 段階：施設毎の健全性（Ⅰ～Ⅳ）が悪い施設を優先 

2 段階：緊急輸送道路に該当する施設を優先 

3 段階：同順位の場合に健全性が悪い部材が多い施設を優先 

 

 

〇定期点検や修繕等の実施にあたり，「点検支援技術性能カタログ（案）」等に掲載されている技術

の採用を検討し，費用縮減や事業の効率化に取り組む． 

〇本計画に従い計画的な修繕を実施することで長期的な維持管理に必要となる費用の縮減を図ると

ともに，新技術や新材料等の活用により更なる事業の効率化・費用の縮減に取り組む． 

前述の優先順位設定に従い以下の順位で対策を実施する． 

①管理番号 041 市道高尾郷線 （横梁・標識板の修繕 2024年 [概算事業費：3百万円］） 

②管理番号 042 市道高尾郷線 （標識板の修繕 2025年 [概算事業費：2百万円］） 

③管理番号 022 市道１級幹線泉野野々市線 

（支柱・横梁の修繕 2026年 [概算事業費：4百万円］） 

※工法の選定においては新技術等の適用を十分に検討しさらなるコスト縮減に取り組むこととする． 

〇令和５年度から令和９年度までの５年間で３施設すべてに対して新技術を活用した点検・修繕を

実施し，費用を２百万円程度縮減することを目指す． 

〇令和９年度までに，管理する３施設すべての門型標識について施設の集約化・撤去などの検討を

社会経済情勢や周辺の道路整備状況，点検・修繕にかかる中期的な費用等を考慮し実施する． 

また，標識の表示内容を検証し，門型式から維持管理しやすい片持式への転換することを３施設

に対して検討する．片持式への転換により補修工事費について約２百万円程度の縮減を目指す． 
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約 60,000千円 
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50年間で約 33％の費用縮減 


